
学校推薦型選抜（公募） 
Ⅰ期・Ⅱ期

 1 募集人員

期

健康科学部 看護学部

リハビリテーション学科
理学療法学コース

リハビリテーション学科
作業療法学コース

人間コミュニケーション学科 看護学科

Ⅰ期 10名 5名 10名 10名

Ⅱ期 若干名 若干名 若干名 若干名

 2 出願資格

次の要件をすべて満たす者。

（1）高等学校又は中等教育学校（以下「高等学校等」とする。）を2027年3月卒業見込

みの者及び2026年3月卒業の者で、在籍（出身）高等学校等の学校長が推薦する

者。

（2）在籍（出身）高等学校等における全体の学習成績の状況が、本学が指定する下表の

値以上の者。

健康科学部 看護学部

リハビリテーション学科
理学療法学コース

リハビリテーション学科
作業療法学コース

人間コミュニケーション学科 看護学科

3.3 3.0 3.0 3.0

 3 入試スケジュール

手　　　続
日程

Ⅰ期 Ⅱ期

出願期間
※ Web 出願登録及び書
類提出の両方をもっ
て出願が完了します。

Web 出願登録
2026年10月25日（日）
 ～　11月13日（金）　13：00まで

2026年11月17日（火）
 ～　12月 8 日（火）　13：00まで

書類提出
2026年11月 1 日（日）

～　11月13日（金）　当日消印有効
2026年11月24日（火）

～　12月 8 日（火）　当日消印有効

試 　　 験 　　 日

2026年11月21日(土) 2026年12月12日(土)

受付開始 8 : 45～ 受付開始 8 : 45～

受験上の注意 9 ：10～ 9 : 30 受験上の注意 9 ：10～ 9 : 30

小論文 9 ：30～10：30 小論文 9 ：30～10：30

面接 11：00～ 面接 11：00～

合 格 発 表 日 2026年12月 4 日（金）
※在籍学校長宛にも試験結果を通知します。

2026年12月21日（月）
※在籍学校長宛にも試験結果を通知します。

入 学 手 続 期 限 日 2026年12月18日（金） 当日消印有効 2027年 1 月15日（金） 当日消印有効
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 4 試験会場（P.36参照）

学部 Ⅰ期 Ⅱ期

健康科学部 富士河口湖 都留

看護学部 都留 都留

 5 試験科目

小論文（60分間）、個人面接（10分間）

 6 選考方法

書類審査では提出書類（推薦書・調査書・志願理由書）を基に出願資格や学修状況、本学

への志望度を評価します。小論文では論理的な思考力や文章作成能力、面接では質問に対

する理解力や適切な表現力をそれぞれ評価します。これらの結果を総合的に判断し、合否

判定を行います。

 7 入学検定料

30,000円

※ 入学検定料は、Web 出願登録時に選択した方法でお支払いください。支払い後に発行される「収
納証明書」や「利用明細」は提出する必要はありませんが、支払いを証明する書類として必要です
ので、大切に保管してください。

 8 出願書類

定められた期間内に Web 出願登録及び必要書類の提出を行うことで出願が完了します。

Web 出願登録のみでは出願したことにはならないので注意してください。必要書類は、

以下のとおりです。

提出書類 留 意 事 項

志 願 票
Web 出願登録後、志願票（PDF データ）がダウンロード可能となります。そのデータを
A 4 用紙にカラー印刷してください。

写 真 票
Web 出願登録後、写真票（PDF データ）がダウンロード可能となります。そのデータを
A 4 用紙にカラー印刷してください。

調 査 書
在籍（出身）高等学校等に作成を依頼してください。
（出願前 3 か月以内に在籍（出身）学校長が作成し、厳封されたもの）

推 薦 書
本学のホームページより所定の様式をダウンロードし、A 4 用紙に印刷したうえで、在
籍（出身）高等学校等に作成を依頼してください。（在籍（出身）学校長が作成し、厳封され
たもの）

志 願 理 由 書
本学のホームページより所定の様式をダウンロードし、A 4 用紙に印刷したうえで、
400字以内で志願者本人が自書してください。

出 願 用 封 筒
Web 出願登録後、宛名シート（PDF データ）がダウンロード可能となります。そのデー
タを A 4 用紙に印刷し、市販の角 2 封筒に貼付してください。この封筒に必要書類を入
れ、簡易書留郵便で送付してください。
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 9 第二志望学科・コース制度

Web 出願登録の際に、学部を問わず他の学科・コースを第二志望として選択できます。

第二志望学科・コースを希望する場合は、所定の欄を必ず選択してください。第一志望が

不合格となった場合でも第二志望で合格となる場合がありますが、第一志望に合格した場

合は、第二志望の合否判定は行いません。

10  入学辞退

入学辞退は可とします。（詳細は P.42）

 11 入学特待生 S 選抜試験

学校推薦型選抜（公募）Ⅰ期またはⅡ期に合格し、入学手続を完了した「入学予定者」が、

入学の権利を保持したまま「入学特待生 S」にチャレンジできる選抜試験です。入学特待

生 S 選抜試験によって入学特待生 S に認定された際は、すでに学校推薦型選抜（公募）

Ⅰ期またはⅡ期の入学手続時に納入された学費相当額を入学後に支給します。また、1年

次から3年次までの学年末の成績が大学が定める基準を満たすことで、最大で4年間、学

費が免除となります。

入学特待生 S を希望する場合は、大学入学共通テスト利用選抜（Ⅰ期）を受験してくだ

さい。

※詳細については、学校推薦型選抜（公募）Ⅰ期またはⅡ期の合格通知に入学特待生 S

選抜試験に関する案内文を同封します。

　＊学費：入学金（入学年度のみ）、授業料、施設費、実験実習費

12  その他

P.35以降の「各選抜種別共通事項」を必ず確認してください。
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